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●日本生理学会平成17年度評議員会・総会議事録

日　時：平成17年5月19日（木曜日）17時00分～18時30分

会　場：仙台国際センターB会場（萩）

議　長：丹治　順（第82回日本生理学会大会大会長）

出席者数：105名

配付資料：日本生理学会平成17年度評議員会・総会次第

1．開会の辞：（丹治大会長）

2．会長挨拶（金子会長）：金子会長から出席者に

対し日頃の学会運営に対する謝辞が述べられた．引

き続き，2005年3月31日San Diegoにおいて開催さ

れたIUPS総会において，日本における2009年IUPS

Congressの開催が最終的に承認されたこと，金子会

長がIUPS Presidentに選出されたことの報告があっ

た．

3．庶務報告（金子会長）：金子会長から会員に関

して平成17年4月末日現在で一般会員3103名，特別

会員28名，名誉会員10名，準会員117名，賛助会員

28名であることが報告された．また，山田科学振興

財団の研究助成候補者として南部　篤氏，日比野

浩氏を推薦したこと，平成18年度科学研究費補助金

審査員に関する情報を日本学術振興会へ提供したこ

と，7件の研究集会への後援・協賛を行ったことが報

告された．

4．特別会員の推薦（金子会長）：伊佐幹事から本

郷利憲会員を特別会員に推薦したい旨提案があり，

推薦内容が紹介された．満場一致で承認された．

5．平成16年度会計報告および平成17年度予算案

（本間財務幹事）：本間財務幹事から平成16年度（平

成16年1月1日から12月31日）会計の決算報告，各

種積立金，基金の現状報告が行われ，栗原会計監事

より会計監査を行ったところ適正に行われているこ

とを確認した旨報告され，決算は承認された．また，

平成17年度予算について本間財務幹事より説明があ

り，平成17年度からの大きな変更点としてJJPに関

する会計を生理学会で行うことになったこと，日本

学術振興会から出版補助金として350万円が支給され

ることになったとの報告があり，予算案は原案通り

承認された．

6．編集・広報委員会（岡田編集・広報幹事）：岡

田編集・広報幹事から本委員会の開催状況，日本生

理学雑誌の編集状況，PSJ-Webの更新状況が報告さ

れ，各種委員会の活動状況の報告と，Science Topics

に関する情報提供の依頼があった

7．JJP編集委員会（野間委員長）：野間委員長か

らJJPの編集・発行状況について報告があった．また，

今年度の入澤賞は JJP 54 巻 1号 pp. 53-59 掲載の

Iwase et al. の論文に決定したことが報告された．委

員会内規により，委員の改選が行われた，退任委員

全員が再任されたことが報告された．また，野間現

委員長が今後1年間引き続き委員長を務めることが了

承された．誌名を変更する件につき，2006年から新

誌名Journal of Physiological Sciencesに移行するこ

とになった．また，2006年の購読料は従来どおりで

あるが，2007年からはこれを3,000円とし，評議員の

会費として徴収すること（評議員は会費と購読料の

合計額19,000円を負担してきたがこれが13,000円に

なる），全会員が電子版のアクセス権を得ること，評

議員には（特に辞退の申し出がない限り）紙媒体の

冊子を配布すること，機関購読者や非評議員の冊子

体購読に関する購読料はメディカルトリビューン社

から購入することになるとの説明があった．

8．評議員の選考について（持田委員長代金子会

長）：持田委員長より平成17年度評議員候補者を審

査し，常任幹事会には23名を推薦することとなった

ことが報告され，23名全員を評議員会に推薦するこ

とが承認された．

9．教育委員会（松尾委員長）：松尾委員長からメ

ールによる持ち回り委員会を頻回に開催するととも



に，定期的に開催し，委員会での討論結果から，以

下のことを委員会活動として行っているとの報告が

あった．1）実習ビデオの件：各教室（教育単位）で

所有されている実習ビデオをアンケート調査し，借

用出来たビデオをディジタル化している．これをHP

に公開する予定である．2）生理学MCQ問題集の改

訂：内容を決め，作問依頼中である．3）モデル講

義：今回の大会で初めて実施する．その際，参加者

からアンケートを得て分析し，来年度以降の内容・

あり方などを検討する．尚，会場に来られない会員

からの希望があったので，ビデオ撮影する．これを

HPに公開にして，学会員の教育活動に役立つように

する予定である．

10．学術・研究委員会（久保委員長）：生理学会

大会における英語スケジュールに沿って仙台大会が

運営されているが，今後とも，英語化を一層押し進

めてほしいこと，の要望があった．久保委員長から，

2007年日本医学会総会学術プログラムに関する提案

を行ったこと，来年度の群馬大会におけるプログラ

ム，外国人研究者の参加（特にアジア地区の若手研

究者の参加），シンポジウムの提案および英語化に関

して意見を述べたことが報告された．

11．研究倫理委員会（板東委員長）：遊佐委員長

代理から動物の輸入に関する新しい法律に関して説

明があり，この法律の不都合な箇所に対し，日本生

理学会が日本神経科学学会と共同で生物科学学会連

合へ呼びかけ，厚生労働省へ要望書を提出した結果，

この法律が一部改定されてわれわれが憂慮してきた

実験動物の輸入に関しては規制が緩和されることに

なったことが報告された．また，動物愛護管理法改

訂の進捗状況に関して説明があり，生理学研究者が

憂慮していたような改正は行われないであろうとの

説明があった．

12．将来計画委員会（前田委員長）：前田委員長

から，日本生理学会の執行部体制に関して検討を進

めていることの中間経過について報告された．検討

されている内容は会長の選出方法，副会長の設置と

役割ならびに選出方法，執行部の人事と地区常任幹

事の定数との関係などであった．また，「生理学教育

と研究に対する提言」について，その内容ならびに

提言先について検討を行っている旨の報告があった．

13．男女共同参画推進委員会（水村委員長）：水

村委員長からアドバイザー制を開始したこと，札幌

大会におけるワークショップ，本大会におけるシン

ポジウムの計画などが紹介された．

14．賞選考委員会報告（久場委員長）：久場委員

長から平成17年度の奨励賞受賞者候補として1件の

応募があったが，審査の結果奨励賞の要件を満たし

ていないとして，本年度は該当者なしと決定した旨

報告があった．

15．日本学術会議生理研連（金子会長）：金子委

員長から第19期生理学研連の活動に関する報告と学

術会議会長の諮問委員会として設置された「日本学

術会議の新しい体制のあり方検討委員会」の中間ま

とめについての説明があった．

16．IUPS大会組織委員会報告（金子委員長）：金

子委員長より2005年2月及び3月に開催した組織委

員会及びその後のメールによる委員会において，金

子委員長の後任として宮下委員を候補として決定し

たことが報告され，宮下候補を委員長とすることが

承認した．

17．国際生理科学連合報告（金子会長）：金子会

長より2005年 IUPS総会へ提出した日本からのPro-

posalが認められ，日本開催が決定したこと，役員改

選が行われ金子会長がIUPS Presidentに就任したこ

と，IUPS年会費を2006年度には5％の引き上げ，そ

れ以降は年率2％で引き上げることが承認されたこと

等が報告された．

18．アジア大洋州生理科学連合（金子会長）：

FAOPS に関しては 2006 年韓国において第 6 回

FAOPS Congressが開催されることが報告された．．

19．第83回（平成18年）日本生理学会大会の準

備状況（群馬大会）：小澤大会長の代理として鯉渕

副大会長から，会期は2006年3月28日─30日，会場

は群馬県民会館・前橋商工会議所で行う準備が進め

られていること，発表形式はシンポジウム，口演お

よびポスターとする予定が紹介された

20．第82回（平成16年）日本生理学会大会（丹
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治大会長）：丹治大会長から演題数，参加者数等に

ついて報告がなされた．

21．会則の変更について（金子会長）：会則の改

訂案が示され，改訂することが承認された．（平成17

年度第1回常任幹事会議事録参照）

22．会長代行について（金子会長）：金子会長が

特別枠常任幹事の地位を失ったので，会長を辞任す

ることとなり，改訂された会則に基づき常任幹事会

にて会長代行の選出を行った．それを受けて，総会

においては生理学会会長代行として，岡田泰伸副会

長が当たること承認された．

23．その他：なし

24．JJP平成16年度優秀論文賞（入澤賞）授与：

今年度の入澤賞は JJP 54 巻 1号 pp. 53-59 掲載の

Iwase et al. の論文に決定したことを受け，その表彰

が行われた．

25．謝辞：仙台大会大会長に対して謝辞が述べら

れた．

平成17年度日本生理学会評議員候補者一覧

氏　　名　　　　　　　　勤　務　先　名

浅野　和仁 昭和大学医学部第一生理

井上　富雄 昭和大学歯学部口腔生理

長田　卓也 東京医科大学衛生学公衆衛生学

柏柳　　誠 旭川医科大学第二生理

小林　武志 札幌医科大学医学部第一生理

小林　正明 東邦大学医学部第二生理

杉岡　美保 奈良県立医科大学第一生理

角南　明彦 国際医療福祉大学薬学部

田中永一郎 久留米大学医学部第一生理

筒浦　理正 札幌医科大学第一生理

戸田　春男 新潟大学大学院医歯学総合研究科

中里　泰三 順天堂大学医学部第一生理

中塚　映政 佐賀大学医学部医学科生体構造機

能学

浜之上　誠 東邦大学医学部第二生理

平井　宏和 金沢大学学際科学実験センター

福田　紀男 東京慈恵会医科大学第二生理学

藤田　亜美 佐賀大学医学部生体構造機能学講

座

古江　秀昌 九州大学大学院医学研究院

村井　恵良 久留米大学医学部第一生理

山神　眞一 香川大学教育学部

山田　陽一 札幌医科大学第一生理

渡邉マキノ 順天堂大学医学部第二生理

井上　隆司 福岡大学医学部生理
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平成 16 年度日本生理学会会計決算報告
自 平成 16 年 1 月 1 日

至 平成 16 年 12 月 31 日

収　　　　　　　入

備　　　　考実績16 年度予算（内　　　訳）

5,841,8645,841,864A 前年度繰越金

33,389,62330,870,000B 平成 16 年度収入

一般会員× 0.926,984,53626,400,000会費

準会員（研究所・図書館）1,093,000920,000購読料

0100,000論文掲載料

3,024,0002,700,000広告料

200,000200,000日本医学会奨励金

用語集・実習書・MCQ279,600200,000印税

出版者著作権，複写代他508,487350,000雑収入

IUPS シンポジウム旅費分1,300,000第 81 回大会より

39,231,48736,711,864収入計（A＋ B）

支　　　　　　　　出

備　　　　考実績16 年度予算（内　　　訳）
＊H15 年度分＋H16 年度分× 1/23,643,7803,700,000大会抄録集印刷代
＊H15 年度分＋H16 年度分× 1/21,248,2391,300,000大会抄録集発送代

日生誌 65.11-66.106,977,1457,000,000日生誌印刷代

日生誌 65.11-66.102,477,3112,300,000日生誌発送代

030,000日生誌編集会議費

050,000原稿料

教育委，男女共参，若手の会468,500500,000委員会活動費

仙台大会1,000,0001,000,000大会援助費

家賃2,508,0002,508,000事務室使用料

271,891300,000事務室光熱費

997,0741,000,000通信費

944,8081,000,000事務費

椅子，扇風機29,38550,000備品

幹事会，委員会312,022600,000会合費

幹事会，委員会（含事務局）2,450,2703,000,000旅費

事務員5,618,5705,600,000人件費

538,973650,000社会保険

120,000120,000退職金積み立て

電子化により 1年分余剰有00会員情報費

投資268,594800,000学会WEBシステム改訂費

新規300,000300,000弁護士顧問料

250,000250,000国際交流基金

250,000250,000IUPS 大会準備金

$6,000623,280700,000FAOPS 会費

生理研講習会200,000200,000講習会補助費

日本学術協力財団50,00050,000賛助金

献花，清掃他79,609150,000雑費

IUPS シンポジウム旅費1,253,3603,303,864予備費

32,880,81136,711,864支出計

6,350,676繰越金
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平成 17 年度日本生理学会会計暫定予算（案）
自 平成 17 年 1 月 1 日

至 平成 17 年 12 月 31 日

収　　　　　　　入

備　　　　考16 年度実績17 年度予算（内　　　訳）

5,841,8646,350,676A 前年度繰越金

32,088,67840,030,000B 平成 17 年度収入

一般会員× 0.926,987,14326,400,000会費

準会員（研究所・図書館）1,093,500920,000購読料

03,500,000JJP 出版補助金

昨年実績× 0.805,760,000JJP 購読料

3,024,0002,700,000広告料

200,000200,000日本医学会奨励金

用語集・実習書・MCQ279,600200,000印税

504,435350,000雑収入

37,930,54246,380,676収入計（A＋ B）

支　　　　　　　出

備　　　　考16 年度実績17 年度予算（内　　　訳）

H16 年度分× 1/2 ＋ H17 年度分3,643,7804,248,810大会抄録集印刷代

H16 年度分× 1/2 ＋ H17 年度分1,223,5641,037,913大会抄録集発送代

6,977,1457,000,000日生誌印刷代

2,477,3112,300,000日生誌発送代

05,250,000JJP 出版代

050,000原稿料

教育委，男女共参，若手の会468,500500,000委員会活動費

群馬大会1,000,0001,000,000大会援助費

家賃＋更新料2,508,0002,701,500事務室使用料

271,891300,000事務室光熱費

997,0741,000,000通信費

944,8081,000,000事務費

29,38550,000備品

幹事会，委員会312,022600,000会合費

幹事会，委員会（含事務局）2,450,2703,000,000旅費

事務員5,618,5706,200,000人件費

538,973600,000社会保険

120,000120,000退職金積み立て

￥504,000（積立残￥18,1331）0322,669会員情報費

268,594800,000学会WEBシステム改訂費

300,000300,000弁護士顧問料

250,000250,000国際交流基金

250,000250,000IUPS 大会準備金

$6,000623,280700,000FAOPS 会費

生理研講習会200,000200,000講習会補助費

日本学術協力財団50,00050,000賛助金

献花，清掃他34,596150,000雑費

06,399,784予備費

35,544,74246,380,676支出計


